
利用者数に関するプレスリリースは100件、200件などと小刻みに配信

するのではなく、記念になるような導入件数を突破したタイミングで配信

すると、自社にとって大きな出来事であることを伝えることができます。

また、導入数だけではどうしても新規プロダクトなどに比べて情報の新規

性が伝わりにくいため、各種アップデートなどの新情報がある場合は、プ

レスリリース内でピックアップにするとよいでしょう。

【起承転結・展】

リード文に「結」となる、導入実績（何のサービスか、どれほどの導

入数か）などを簡潔に記載しましょう。

【起承転結・展】

ひとつの節目を迎えたあと、さらにどのようにサービスを進化させてい

くのか、「展」として今後の展望や予定等も記載できるといいでしょ

う。

【起承転結・展】

今回の主題となるサービスはどんなものなのか、これまでどのように

アップデートや改善を積み重ねてきたかを記載することで、本プレ

スリリースで初めてサービスについて知る方に前提情報を共有する

ことに繋がります。



プロダクトに対する思いや、目指している状態を伝えるため、担当

者のコメントを入れることも効果的です。

利用数以外に、プレスリリースで新しく公開する機能やお知らせが

ある場合は、小項目を作って詳しく説明できるとよいでしょう。

【起承転結・展】

違った視点でサービスについて触れるために、導入先企業等の外

部からコメントをもらうのもよいでしょう。




